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防災意識９月１日は防災の日

高めよう！
　
大
正
12
年
９
月
１
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
災
害
に

対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
よ
う
と
、
毎
年
９
月
１
日
を「
防
災
の
日
」、
８
月

30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
を「
防
災
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
本
市
に
も
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
全
国
各
地
で
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
防
災
の
日
を
機
会
に
、

災
害
に
つ
い
て
今
一
度
見
つ
め
直
し
ま
せ
ん
か
？

防
災
意
識
を
高
め
る

　
東
日
本
大
震
災
で
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
一
人
一
人
が
災
害
に
つ
い
て
考

え
直
し
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
が
…
…

　
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守
る
と
い

う
「
自
助
」
の
意
識
の
も
と
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
的
確
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
、
地
域
や
職
場
な
ど
の

防
災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し

「
防
災
行
動
力
」
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

み
ん
な
で
…
…

　
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
「
共
助
」
の
意
識
を
共
有

し
、
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
助
け

合
い
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
障
害
を
持

つ
人
、
要
介
護
な
ど
の
認
定
を
受
け

た
人
や
高
齢
者
な
ど
、
災
害
時
に
援

護
が
必
要
な
人（
要
援
護
者
）を
、
地

区
や
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
が
協
力

し
気
遣
う
な
ど
、
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
、
協
力
し
合
い
な
が
ら

支
援
し
ま
し
ょ
う
。

要
援
護
者
台
帳
の
作
成

　
災
害
発
生
時
に
、
要
援
護
者
の
避

難
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た

め
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
計

画
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

平
常
時
か
ら
要
援
護
者
に
関
す
る
情

報
の
把
握
、
要
援
護
者
へ
の
防
災
情

報
の
伝
達
手
段
・
伝
達
体
制
の
整
備

お
よ
び
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
要
援

護
者
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
台
帳
作
成
の
た
め
、
昨
年
12

月
に
郵
送
や
地
区
の
回
覧
板
で
登
録

の
案
内
を
し
ま
し
た
。
現
在
、
申
請

の
あ
っ
た
人
た
ち
を
台
帳
に
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。
完
成
後
に
は
、
避

難
支
援
者
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

な
ど
の
関
係
者
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

広報あさひ　2012.9.1 2



〈別表〉各地域の指定避難場所一覧
地域 指定避難場所

旭地域 中央小、矢指小、富浦小、干潟小、豊畑小、共和小、琴田小、一中、
二中

海上地域 嚶鳴小、鶴巻小、滝郷小、海上中、海上公民館、海上キャンプ場体
育館

飯岡地域
飯岡小、三川小、飯岡中、飯岡体育館、飯岡保健・福祉センター、
いいおかユートピアセンター、上永井集落センター、塙農村協同館、
塙新町区民館

干潟地域 萬歳小、古城小、干潟中、干潟公民館、萬歳地区多目的研修センター、
ふれあいセンター、農村環境改善センター、コミュニティセンター

避
難
場
所
を
知
る

　
災
害
発
生
時
、
生
命
に
危
険
が
及

ぶ
よ
う
な
場
合
に
は
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
て
身
の
安
全
を
守
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
事

態
に
備
え
て
、
市
内
各
地
域
に
避
難

場
所
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
家
族

な
ど
と
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は

ど
こ
に
避
難
す
る
か
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
安
全
な

場
所
に
と
ど
ま
っ
て
、
交
通
情
報
や

被
害
情
報
な
ど
を
確
認
し
、
的
確
な

行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

安
否
確
認
な
ど
は

「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

（
☎
１
７
１
）」
で

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
族
な
ど

の
安
否
を
確
認
す
る
電
話
が
殺
到
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
災
害
発
生
時
で
も
、

家
族
や
知
人
の
安
否
確
認
や
避
難
先

の
連
絡
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
１
日
と

指
定
避
難
場
所（
別
表
）

　
避
難
勧
告
な
ど
に
よ
る
避
難
、
大

規
模
災
害
発
生
時
の
自
主
避
難
を
行

う
場
合
、
最
終
的
に
避
難
す
る
場
所

で
す
。

一
時
避
難
場
所

　
指
定
避
難
場
所
に
避
難
す
る
い
と

ま
が
な
い
場
合
、
一
時
的
に
避
難
す

る
場
所
で
す
。
状
況
の
安
定
後
は
、

指
定
避
難
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ

い
。

広
域
避
難
場
所

　
大
規
模
災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、

指
定
避
難
場
所
が
使
用
不
可
能
と

な
っ
た
場
合
、
災
害
対
策
本
部
の
指

示
な
ど
に
よ
り
使
用
し
ま
す
。

津
波
避
難
場
所

　
海
岸
と
反
対
方
向
の
台
地
や
高
層

建
物
を
選
定
し
、
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
戸
に
配
布
し
て
い
る

「
旭
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」
な
ど

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

帰
宅
困
難
者
と
な
っ
た
ら

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、
自

宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公
共

の
交
通
機
関
が
停
止
し
、
帰
宅
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
身
の
安

15
日
、
防
災
週
間
な
ど
に
体
験
利
用

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
安
否
確

認
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別

受
信
機
の
電
池
交
換
を

忘
れ
ず
に

　
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
戸
別
受
信

機
は
、
停
電
対
応
用
に
単
１
電
池
を

セ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
。
戸
別
受
信

機
か
ら
合
図（
放
送
終
了
後
の
音
声

に
よ
る
お
知
ら
せ
や
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
左
に
あ
る
電
源
ラ
ン
プ
の
赤

色
と
緑
色
の
点
滅
）が
あ
っ
た
場
合

は
、
ア
ル
カ
リ
の
単
１
電
池
に
交
換

し
、
右
側
面
に
あ
る
電
源
ス
イ
ッ
チ

（
黒
色
）を
一
度
切
っ
て
か
ら
、
再
度

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
電
池
容
量
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、

受
信
状
況
が
悪
く
聞
こ
え
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
最
大

限
に
伸
ば
す
か
、
設
置
場
所
を
変
え
、

電
源
を
入
れ
直
し
て
受
信
状
況
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い（
午
前
７
時
と
正

午
、
午
後
６
時
に
定
時
放
送
）。
そ

れ
で
も
聞
こ
え
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

いざというときに備え 
総合防災訓練に参加を
　いざというときに落ち着いて的確な行動が取れるよ
う、防災訓練を実施します。当日は市内全ての指定避
難場所（別表）を開設しますので、防災行政無線から訓
練開始の放送が流れたら、近くの避難場所に避難して
ください。
日時／９月２日（日）　午前８時〜
場所／旭文化の杜公園、指定避難場所
※訓練実施日の午前と前日に消火栓を使用します。旭

文化の杜公園周辺地区では「水の出が悪い」「濁った
水が出る」など、水道の使用に影響がある場合があ
ります。

防災行政無線で 
緊急情報を試験放送します
　市では、地震や津波、武力攻撃などの災害時に、全
国瞬時警報システム（Ｊ-ＡＬＥＲＴ）から送られてく
る緊急情報を、確実に皆さんへ伝えるため、防災行政
無線で緊急情報を試験放送します。
　この緊急情報の伝達試験は全国一
斉に行われます。
日時／９月12日（水）
午前10時ごろ（１回目）、
同30分ごろ（２回目）

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
‐
５
３
１
１

広報あさひ　2012.9.13



期
日
／
９
月
17
日（
月
・
祝
）　
敬
老

の
日

対
象
／
市
内
に
住
む
70
歳
以
上
の
人

旭（
中
央
）・
干
潟
地
域
の
人

場
所
／
東
総
文
化
会
館

時
間
／
午
前
10
時
〜

出
演
／
中
央
第
二
保
育
所
、
古
城
保

育
所
、
文
化
協
会

旭
地
域（
矢
指
・
富
浦
・
豊
畑
・
共

和
・
嚶
鳴
・
旭
干
潟
）の
人

場
所
／
東
総
文
化
会
館

時
間
／
午
後
２
時
〜

出
演
／
ゆ
た
か
保
育
所
、
鶴
巻
保
育

園
、
文
化
協
会

海
上
地
域
の
人

場
所
／
海
上
公
民
館

時
間
／
午
前
10
時
〜

出
演
／
海
上
保
育
所
、
暁
会
、
文
化

協
会
、
越
川
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

飯
岡
地
域
の
人

場
所
／
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー

時
間
／
午
前
10
時
〜

出
演
／
飯
岡
中
央
保
育
所
、
文
化
協

会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
旭
第
２
団

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

旭
市
敬
老
大
会
を
開
催
！

午後の部…旭地域
迎え／午後０時30分　送り／午後４時45分
※共に東総文化会館から出発
バス№ 方　面 停　車　場　所

１号車 矢指地区

上の塚→小島自動車→半兵衛前→矢指ケ浦
温泉前→椎名内西町→椎名内仲町→椎名内
東町→矢指小学校→長禅寺→東足洗→旭中
央病院裏→東総文化会館

２号車 富浦地区
遠藤商店→富浦小学校→神宮寺五差路→楽
京屋→井戸野浜→福祉センター入口→中谷
里浜→川向浜→十日市場浜→東総文化会館

３号車 豊畑・
旭干潟地区

加瀬建設→延寿寺→JA豊畑→加瀬工業→
干潟駅→干潟メモリア→東洋ゴルフ入口→
東総文化会館

５号車 共和地区
溜下水門→溜下角→海宝寺→共和小学校→
夢屋診療所→いせや金物店→新町上町→お
にぎり山→あじ処　春→東総文化会館

午前の部…旭（中央）・干潟地域
迎え／午前８時30分　送り／午後０時45分
※共に東総文化会館から出発

※干潟地域は、送りの停車場所の順序が入れ替わります。

無料送迎バス運行表

バス№ 方　面 停　車　場　所

６号車 中央地区

ていじん前→商工会館→千葉交通
車庫前→網戸上宿→網戸下宿→警
察署入口→サンモール→袋十字路
→馬場郵便局→総武ガス→新川コ
ミュニティ会館→市役所本庁→東
総文化会館

７号車 萬歳・
中和地区

まんざい保育所→多目的研修セン
ター→ハナカスタンド→関戸集会
所→旧大根商店→東総文化会館

８号車 古城・
中和地区

越川商店→旧JA古城支店→古城
小学校→フジカワスタンド→干潟
支所→東総文化会館

対象年齢（生年月日） 支給額
満80歳

（昭和７年４月１日〜８年３月31日生） 5,000円

満88歳
（大正13年４月１日〜14年３月31日生） 10,000円

満99歳
（大正２年４月１日〜３年３月31日生） 20,000円

満100歳以上
（大正２年３月31日以前生） 30,000円

長寿の祝い金を贈ります

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
社
会
班

☎
62
‐
５
３
１
７

　
市
で
は
、お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
祝
い
、敬
老
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
場
所
と
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
後
日
送
付

す
る
案
内
状
で
、
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
旭
・
干
潟
地
域
で
は
、
無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

〈対象〉
　９月１日現在、市内に住民登録があり、右表に該当する人

〈支給方法〉
　各地区の民生委員が今月中に届けます。満100歳を迎える
人には、国から贈られる銀杯と併せて届ける予定です。

問い合わせ先　
社会福祉課社会班（☎62-5317）

子どもたちが踊りを披露
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生
活
支
援
事
業

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
が
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
日
常
動
作
訓
練
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
を
し
て
、

要
介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
ま

す
。

費
用
／
１
日
５
０
０
円（
ま
た
は
３

０
０
円
）＋
食
費

軽
度
生
活
支
援
事
業（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
）

　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
、
自
立

し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
軽

度
の
日
常
生
活
の
援
助（
調
理
や
掃

除
な
ど
）を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

費
用
／
●
１
時
間
未
満
＝
２
３
０
円

●
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
未
満
＝
２

９
０
円

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
利
用
助
成
事
業

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ま
た
は
指

圧
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
利
用
し

た
場
合
の
み
。

助
成
額
／
１
回
当
た
り
１
、
０
０
０

円（
年
間
12
枚
）

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
へ
、
緊
急
事
態
に
備
え
て
24
時

間
体
制
で
対
応
で
き
る
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

※
協
力
員
が
必
要
。

費
用
／
所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担
あ

り（
１
月
当
た
り
０
〜
３
、
０
０
０

円
）

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

公
共
の
交
通
機
関
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
、

ま
た
は
身
体
障
害
者
1
〜
3
級
で
下

肢
の
不
自
由
な
40
歳
以
上
の
人
が
、

医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎（
市
内
に

限
る
）に
、
週
１
回
利
用
で
き
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
介
護
者
の

同
乗
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
車
い
す
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
利
用

の
人
に
限
る
。

費
用
／
片
道
１
０
０
円
ま
た
は
３
０

０
円

老
人
性
白
内
障
補
助
眼
鏡
な
ど
の
費

用
助
成
事
業

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
が
、

白
内
障
手
術
後
に
補
助
眼
鏡
な
ど
を

作
っ
た
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
額
／
２
０
、
０
０
０
円（
一
対
）

家
族
介
護
慰
労
金

　
自
宅
で
常
に
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
高
齢
者
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
認
定
さ
れ
、
か
つ
日
常
生
活
自
立

度（
寝
た
き
り
度
）が
Ｂ
２
以
上
の
人

と
同
居
し
て
い
る
介
護
者
に
、
慰
労

金
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
短
期
入
所
し
た
場
合

は
除
く
。

※
世
帯
の
全
員
に
、
介
護
保
険
料
お

よ
び
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ

と
。

支
給
額
／
月
額
８
、
０
０
０
円

　
地
域
支
援
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
老
化
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
、
調
理

が
困
難
と
な
っ
た
一
人
暮
ら
し
な
ど

の
高
齢
者
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
を
届
け
、
併
せ
て
安
否
の
確
認

を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
の
み
で
週
３
回
以
内
。

費
用
／
１
食
３
０
０
円

通
所
型
介
護
予
防
事
業

　
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
で
、
介
護
予
防

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
高
齢
者
を
対

象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
運
動
機
能
な
ど

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

場
所
／
介
護
予
防
拠
点（
や
す
ら
ぎ

園
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
）

費
用
／
１
回
５
０
０
円

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
を
対
象
に
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
短
期
間
で

の
宿
泊
に
よ
る
日
常
生
活
の
指
導
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

※
６
か
月
で
14
日
以
内
。

費
用
／
事
業
費
の
１
割
を
負
担

住
宅
改
修
費
助
成
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
が
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
に
改

修
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／
対
象
と
な
る
改
修
費
の
２

分
の
１（
限
度
額
１
８
０
、
０
０
０

円
）

紙
お
む
つ
給
付
事
業

　
自
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
要
介
護
度

が
重
い
高
齢
者
に
、
紙
お
む
つ
を
給

付
し
ま
す
。

給
付
枚
数
／
年
間
２
７
０
〜
５
４
０

枚（
所
得
状
況
、
要
介
護
度
に
応
じ

て
枚
数
が
異
な
り
ま
す
）

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

い
ろ
い
ろ

♥お年寄りの暮らしを
支えます

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班

☎
62
‐
５
３
５
０

　
市
で
は
、
介
護
予
防
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、

高
齢
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り

の
状
態
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

※
高
齢
者
＝
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
で
す
。
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募
集
内
容

　
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
愛
称
。

受
付
期
間

　
９
月
３
日

（月）
〜
10
月
15
日

（月）

※
当
日
消
印
有
効

応
募
条
件

●
小
学
生
以
上
で
、
市
内
に
在
住
、

在
学
も
し
く
は
在
勤
し
て
い
る
人

が
応
募
で
き
ま
す
。

●
デ
ザ
イ
ン
の
画
材
・
技
法
は
自
由

で
す
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
正
面

向
き
の
全
身
像
を
カ
ラ
ー
で
描
い

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
数
は
１
人
に
つ
き
３
点

以
内
と
し
ま
す
が
、
１
枚
の
応
募

用
紙
に
デ
ザ
イ
ン
は
１
点
と
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
に
係
る
経
費
は
、
全
て
応
募

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
作
品
は
、
自
作
の
未
発
表
作

品
で
、
ほ
か
の
作
品
と
同
一
ま
た

は
類
似
し
て
い
な
い
も
の
と
し
ま

す
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
に
違
反
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
審
査

結
果
発
表
後
で
あ
っ
て
も
受
賞
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

　
企
画
政
策
課
ま
た
は
各
支
所
、
総

合
体
育
館
や
各
公
民
館
な
ど
に
あ
る

応
募
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
す
る
場
合
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

賞
お
よ
び
副
賞

●
最
優
秀
賞（
１
点
）：
賞
金
１
０
０
、

０
０
０
円

●
優
秀
賞（
３
点
）：
賞
金
１
０
、
０

０
０
円

※
受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の
場
合
は
、

同
額
の
図
書
カ
ー
ド
と
し
ま
す
。

結
果
発
表

　

広
報
あ
さ
ひ
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
ほ
か
、
各
受
賞

者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

最
優
秀
作
品
の
取
り
扱
い

　
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
種
印
刷
物
や
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
、
着
ぐ

る
み
な
ど
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
使
用
に
当
た
り
、
作
品
の
デ

ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
を
補
作
・
修
正

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
作
品

の
著
作
権
お
よ
び
使
用
権
は
、
旭
市

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

旭
市

大
募
集

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎
62
‐
５
３
８
２

　
旭
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
や
特
性
を
市
内
外
に
発
信
し
、

市
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
活
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
そ
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
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海
上
・
飯
岡
地
域
を
中
心
と
し
た

市
内
の
小
学
校
８
校
、
中
学
校
２
校

に
学
校
給
食
を
提
供
す
る
施
設
と
し

て
、
旭
市
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
今
後
も
旭
市

産
の
米
や
野
菜
、
肉
な
ど
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
、
安
全
・
安
心
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
調
理
作
業
を

見
学
で
き
る
大
き
な
窓
と
、
会
議
室

が
設
置
さ
れ
、
食
育
の
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。

【
施
設
概
要
】

所
在
地
／
高
生
96
番
地

構
造
／
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
て

建
築
面
積
／
１
、
８
７
９
・
84
㎡

延
床
面
積
／
２
、
２
７
０
・
83
㎡　

 

（
１
階
：
１
、
８
３
８
・
92
㎡
、
２

階
：
４
３
１
・
91
㎡
）

調
理
能
力
／
３
、
０
０
０
食（
一
日

当
た
り
）

対
象
校
／
小
学
校
８
校（
鶴
巻
小
、

滝
郷
小
、
嚶
鳴
小
、
三
川
小
、
飯
岡

小
、
琴
田
小
、
共
和
小
、
萬
歳
小
）、

中
学
校
２
校（
海
上
中
、
飯
岡
中
）

今
月
か
ら
給
食
開
始

旭
市
第
二

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
第
二
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
55
‐
２
２
４
６

【野球】
大会名：第31回 2012世界少年野球大会
場　所：�オーストラリア
　　　　セントラルコースト
期　日：８月９日〜13日

ジャパンチーム
千本松貴

たか
樹
き

くん（一中・３年）　※波崎ボーイズ

【卓球】
大会名：第40回関東中学校卓球大会
場　所：東京都大田区
期　日：８月10日

髙橋侑
ゆう

子
こ

さん（一中・３年）
女子シングルス

【柔道】
大会名：第37回関東中学校柔道大会
場　所：船橋市
期　日：８月９日

浪川　翔
しょう

くん（二中・３年）
男子個人90kg級

杉村奏
かな

笑
え

さん（二中・１年）
女子走り幅跳び

大会名：第40回関東中学校陸上競技大会
場　所：群馬県前橋市
期　日：８月９日〜10日

柴　大
ひろ

周
ちか

くん（二中・3年）
男子走り幅跳び

【陸上】
大会名：�第39回全日本中学校陸上競技

選手権大会
場　所：千葉市
期　日：８月20日〜22日

井上開
かい

登
と

くん（干潟中・3年）
男子110ｍハードル

【体操】
大会名：�第43回関東中学校

体操競技大会
場　所：千葉市
期　日：８月９日
二中
男子団体

左から穴澤俊
しゅん

佑
すけ

くん（３年）、滝沢紘
ひろ

貴
き

くん（３年）、
小林　凪

なぎ

くん（２年）、宮田真
まさと
聖くん（２年）

「おめでとう　夢へ向かって大活躍」
世界・全国・関東大会に出場した中学生10人を紹介します。

完成した旭市第二学校給食センター

広報あさひ　2012.9.17



 

笑 

顔
が
復
興
へ
の
歩
み

　
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
青
い

海
と
白
い
砂
浜
、
そ
し
て
何
よ
り
も

ま
ぶ
し
い
た
く
さ
ん
の
笑
顔
…
…
。

そ
う
、
旭
の
夏
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
夏
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
夏
の
海
岸
イ
ベ
ン
ト
。
震
災

は
私
た
ち
の
心
と
大
切
な
「
ふ
る
さ

と
旭
」
に
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。
し
か
し
全
国
か
ら
、
ま
た
世

界
中
か
ら
届
い
た
た
く
さ
ん
の
支
援

が
、
皆
を
勇
気
づ
け
励
ま
し
、
復
旧

を
早
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
夏
、
二
つ
の
海
水
浴

場
が
開
設
さ
れ
、
恒
例
の
夏
の
海
岸

イ
ベ
ン
ト
全
て
が
復
活
、
そ
こ
に
は

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。 ①

②

旭

夏
の

フォトアルバム
「あさひの海岸物語2012」
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あ
の
日
か
ら
一
歩
ず
つ
…
…　
２
年
ぶ
り
の



旭市いいおかYOU・遊フェスティバル（7月28・29日/飯岡海水浴場とその周辺）
①おばあちゃんと一緒の花火見物（7月28日）
②�津波にのまれながらも壊れなかったモニュメントが、大輪の花火が打ち上がるた
びに照らし出されていた（7月28日）

③関係者やスタッフはそろいの「絆」Tシャツで
④出店者も笑顔（7月28日）
⑤オリンピックよりも熱い。白熱！ビーチバレー（7月29日）
あさひ砂の彫刻美術展（7月17～31日/矢指ケ浦海水浴場特設会場）
⑥ライトアップされると幻想的な世界に（7月21日）
⑦親子で製作体験（7月21日）
サマーフェスタin矢指ケ浦（7月21日/矢指ケ浦海水浴場）
⑧輪投げで獲得したスイカは自分で持ち帰り〜
⑨「やったー」思わず万歳
矢指ケ浦・飯岡海水浴場オープン（7月21日～8月26日）
⑩観光客を呼び戻そうと地引き網が行われた（8月10日/足川浜）
⑪仲良し双子の海水浴（8月10日/矢指ケ浦海水浴場）

⑤

⑦ ⑥

④

⑧

⑩

⑪

来
年
の
夏
も
た
く
さ
ん
の 

笑 

顔 

が

あ
り
ま
す
よ
う
に
…
…

⑨

うおりゃ〜

③
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ASAHI Topicsトピックス

「
勇
気
・
元
気
・
復
興
へ
の
道
」を
テ
ー
マ
に
開
催
！

第
58
回
旭
市
七
夕
市
民
ま
つ
り

市七夕市民まつりが８月６日、７日の２日
間にわたり中央商店街を中心に開催されま

した。
　街を彩る色鮮やかな竹飾りが風にたなびく各通
りを舞台に、みこしやお囃

はや

子
し

、踊りなどのパレー
ドが行われ、訪れた多くの人たちでにぎわいを見
せていました。

旭

はっきりとした口調の子ども議員

子ども議員22人が議会を体験
旭市子ども議会

市子ども議会が７月24日、市議会議場で開催され
ました。市内の各小中学校の代表22人が、子ども

議員として議会を体験。はっきりとした口調で質問をする
子どもたちの表情は真剣そのもの、公園の整備や環境の美
化に関する質問のほか、津波予防対策といった震災に関連
する質問などが投げ掛けられました。子ども議員たちは「緊
張した」「原稿をあまり見ないで発表することができた」な
どと話していました。

旭

①中央小音楽部によるパレード
②みこしの巡行に盛り上がる本部前
③息の合った踊りを披露

②

③

①
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さまざまなジャンルの音楽が観客を魅了
第８回旭市民音楽祭

エンディングは出演者全員で熱唱（小ホール）

色とりどりの紙吹雪が夜空を舞った

まざまなジャンルの音楽が一堂に会する市民音楽祭
が、８月５日に東総文化会館で開催され、約900人

が訪れました。
　大ホールでは、吹奏楽、ピアノやマンドリン、大正琴、草笛・
指笛などの９団体が、それぞれ素晴らしい音色を披露し、
客席からたくさんの拍手が送られていました。また小ホー
ルでは雰囲気が一変、フォークやロック、ポップスの５団
体が熱い演奏を繰り広げ、会場は大いに盛り上がっていま
した。

さ

繁栄への祈り　地上16ｍでの妙技
太田八坂神社のエンヤーホー（つく舞）

作や子孫繁栄を祈って毎年行われている無言劇「エ
ンヤーホー」が、今年も7月27日に宿天神区の太田豊

八坂神社で奉納されま
した。
　エンヤーホーの掛け
声の中行われるこの無
言劇は、県の無形民俗
文化財にも指定されて
いて、最後に披露され
る高さ16ｍにも及ぶ
柱上での妙技は圧巻。
この日も最後に獅子面
を着けた演者が登場
し、柱を登りながら妙
技を披露、面に仕込ん
だ紙吹雪が舞うと、集
まった見物客などから
大きな拍手が湧き起こ
りました。

再生へ向けた討論

旭市の「再生」へ向けて７
16

　東日本大震災からの
復興をテーマに、シン
ポジウムとコンサート

「みんなで考えよう『旭
市』の再生!!!」が、いい
おかユートピアセン
ターで開かれました。
討論会では、国や県に

よる復興計画や津波対策の説明、市民団体によるまちづく
りの提案などがあり、来場者は熱心に聞き入っていました。

目指せ！　将来のサッカー日本代表７
15

シュートを放つＦＣあさひの選手

　旭スポーツの森公園
で、近隣市町のサッカ
ークラブから29チー
ムが参加して、第16回

「あさひカップ」が行わ
れました。市内からは
ＦＣあさひと飯岡ＦＣ
が参戦し、熱い戦いを
繰り広げていました。

い経験」「優しくしてくれて本当のおじいちゃん、おばあ
ちゃんみたい」などと話していました。

　ジェフユナイテッド
市原・千葉レディース
Ｕ－15の女子中学生
20人が７月23日から
の５日間、市内農家に
宿泊しながら農業体験
を行いました。子ども
たちは「大変だけどい養豚場での作業もこなします

未来の「なでしこ」が農作業に奮闘７
24

メッセージをパネルに張る子どもたち

未来への思いをつづったパネルが完成15

をつづり、共同で４枚のパネルを作り上げました。この日
完成したパネルは、市に寄贈され、来年３月末までいいお
かユートピアセンターに展示されます。

　旭青年会議所による
イベント「きみとぼく 
旭の未来」が、いいお
かユートピアセンター
で行われました。市内
の版画家土屋金司さん
の作品「朱

す

雀
ざく

」に、市民
が旭市の未来への思い

７
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国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
間
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
、
資
格

取
得
な
ど
の
届
け
出
忘
れ
に
よ
り
、

国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

に
は
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す（
保
険
料
納
付
や

免
除
な
ど
の
合
計
が
25
年
未
満
の
場

合
）。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、
昨
年
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら

の
３
年
間
に
限
り
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
、
過
去
２

年
か
ら
10
年
に
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分

以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
過
去

３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
付
加

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た

め
に
は
事
前
の
審
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納

付
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。問

佐
原
年
金
事
務
所（
☎
０
４
７

８
‐
55
‐
０
１
４
５
）、
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７

０
‐
０
１
１
０
５
０　
※
問
い
合
わ

せ
の
み
）

み
ん
な
で
取
り
組
む
環
境
美
化

秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促

進
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
市

内
一
斉
に
秋
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
当
日
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
集
め
て

く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
30
日

（日）　
午
前
８
時
〜

※
当
日
は
、
午
前
７
時
に
防
災
行
政

無
線
で
周
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

●
集
め
た
ご
み
は
、
缶
、
ビ
ン
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
に
分
け
て
く
だ
さ

い
。

●
家
庭
に
あ
る
ご
み
は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
集
合
場
所
や
ご
み
の
集
積
場
所
は
、

区
ま
た
は
団
体
の
役
員
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
美
化
班（
☎
62
‐
5 

3
2
9
）

安
全
な
収
集
と
処
理
の
た
め

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
方
法

で
出
し
ま
し
ょ
う

　
搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
中
に
、
可
燃

性
の
液
体
な
ど
が
入
っ
た
ま
ま
の
容

器
類
や
、
着
火
用
の
乾
電
池
が
入
っ

た
ま
ま
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご
み
は
、
収

集
や
処
理
を
す
る
過
程
で
火
災
や
爆

発
な
ど
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険
で

す
。

　
次
の
よ
う
な
ご
み
を
出
す
場
合
は
、

必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら
、
屋
外
の
火

の
気
の
な
い
所
で
容
器
に
穴
を
開
け
、

完
全
に
中
身
を
空
に
す
る
な
ど
の
安

全
な
処
理
を
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
各
種
ス
プ
レ
ー
缶
類
、
携
帯
用
カ

セ
ッ
ト
式
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
、

油
類
・
液
体
・
固
形
物
な
ど
の
容

器
類

※
花
火
な
ど
の
発
火
の
可
能
性
が
あ

る
物
は
、
水
で
十
分
ぬ
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
湯
沸
か
し
器
な
ど

に
付
い
て
い
る
着
火
用
の
乾
電
池

を
必
ず
取
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
用
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
容
器
は
、

処
理
で
き
ま
せ
ん
。
専
門
業
者
に

引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
☎
62
‐
0 

9
5
5
）、
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎

62
‐
5
3
2
8
）

国
民
年
金
保
険
料

後
納
制
度（
納
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み

　皆さんからの心温まるご支援に感謝
申し上げます。
　東日本大震災による旭市の被災者へ
の義援金については、9月30日をもち
まして受け付けを終了させていただき
ます。

問会計課出納班（☎62-5335）

９月30日（日）で
「旭市災害義援金」の
受け付けが終了となります

みんなで拾い集めよう
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届
け
出
を
忘
れ
ず
に

軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
所
有

者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
使

わ
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
登
録
内
容

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
窓
口

小
型
特
殊
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転

車（
1
2
5
㏄
以
下
）／
市
税
務
課
課

税
班

二
輪
車（
1
2
5
㏄
超
）／
関
東
運
輸

局
千
葉
運
輸
支
局

軽
自
動
車
／
軽
自
動
車
検
査
協
会
千

葉
事
務
所

問
市
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
５
３

２
１
）、
関
東
運
輸
局
千
葉
運
輸
支

局（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０

２
２
）、
軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉

事
務
所（
☎
０
４
３
‐
２
４
５
‐
０

１
６
３
）

平
成
24
年
度
後
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
／
11
月
４
日

（日）

場
所
／
千
葉
科
学
大
学（
銚
子
市
）

試
験
種
類
／
甲
種
、
乙
種（
第
１
〜

６
類
）、
丙
種

申
し
込
み
方
法
／
消
防
本
部
、
消
防

署
、
各
分
署
に
あ
る
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.shoubo-shiken.or. 

jp/

）か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
／
●
電
子
申
請
：
９
月
１

日
（土）
〜
９
日

（日）　
●
持
参
ま
た
は
郵

送
：
９
月
４
日

（火）
〜
12
日

（水）

※
当
日
消
印
有
効
。
持
参
の
場
合
は
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
。

問
〒
2
6
0
‐
0
8
4
3　
千
葉

市
中
央
区
末
広
2
‐
14
‐
1　
財
団

法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉

県
支
部（
☎
０
４
３
‐
２
６
８
‐
０

３
８
１
）、
市
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
班（
☎
63
‐
５
３
５
６　
※
問

い
合
わ
せ
の
み
）

各
戸
へ
配
布
し
て
い
ま
す

旭
市
震
災
記
録
誌

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市
の
被
害

状
況
と
、
復
興
へ
の
道
の
り
な
ど
を

ま
と
め
た
震
災
記
録
誌
「
被
災
地
あ

さ
ひ
─
被
災
か
ら
復
旧
、
そ
し
て
復

興
へ
」
を
、
区
を
通
じ
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
区
に
加
入
し
て
い
な
い
人
へ
は
、

市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班（
☎
62

‐
8
0
7
0
）

旭
市
で
開
催

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
大
会

女
子
日
本
代
表
選
手
選
考
会

　
12
月
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
に
出
場
す

る
女
子
日
本
代
表
を
選
考
す
る
大
会

が
旭
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
／
９
月
24
日

（月）
〜
27
日

（木）

場
所
／
総
合
体
育
館

※
自
由
に
入
場
で
き
ま
す
。

来
場
者
特
典
／
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
、
選
手
の
サ
イ
ン

ボ
ー
ル
が
当
た
る
抽
選
会

問
体
育
振
興
課
体
育
振
興
班（
総
合

体
育
館
内
・
☎
64
‐
1
1
3
2
）

「第42回市民健康講座」に参加しませんか
　健康への関心を高めてもらうため、定期的に市民健康
講座を開催しています。事前の申し込みは不要です。
日時／９月８日（土）　午後２時〜４時（開場：午後１時
30分）　※午後１時20分旭駅発、病院行きバスあり。
場所／旭中央病院本館３階しおさいホール
内容／●講演１「抗がん剤治療について〜その役割と副
作用で注意すること〜」（がん化学療法看護・認定看護
師：金芳佳子）　●講演２「いびきと睡眠時無呼吸症候群
〜いびきは危険なサイン⁉〜」（耳鼻咽喉科部長・医師：
森脇宏人）
費用／無料

「救急の日」のイベントを開催します
日時／９月11日（火）　午後１時〜３時
場所／旭中央病院本館待合ホール
内容／一緒に行う心肺蘇生法、救命・応急手当てについ
てのパンフレット配布など
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　今号から始まる「旭中央病院便り」。旭中央病院から、
市民の皆さんに知ってもらいたい診療情報やイベント案
内などを、広報あさひ（１日号）でお知らせしていきます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

呼吸器内科診療制限に理解と協力を
　呼吸器内科では医師の減員に伴い、診療制限を行って
います。
●病状が安定している患者さんへは、地元の医療機関を

紹介します。
●新規診療は旭市民に限ります。
●手術が必要な呼吸器外科疾患の患者さんは、紹介状を

持参の上、来院してください。
●救命措置が必要な重症呼吸不全例は、救急救命科で対

応しますので、紹介状を持参の上、来院してください。

旭中央病院便り
vol.1

スマッシュ！

広報あさひ　2012.9.113



「雲の王」�  
川端裕人 著（集英社）

　気象台に勤務する美
み

晴
はる

は、行方知れ
ずだった兄からの手紙で、見知らぬ里
を訪れる。そこで、自分は天気を読む
能力を持つ「空の一族」であることを知
る。祖先は江戸時代の「椿の海」の干拓
工事に、五感だけで天候を予測した外

そと

番
ばん

として関わっていた。風を見ること
のできる美晴はある研
究プロジェクトに参加
するが……。
　千葉県に育ち、気象
庁担当記者だった著者
ならではの一冊。

●続・悩む力	 （姜尚中）
●なるほど！赤ちゃん学
	 （玉川大学赤ちゃんラボ）
●手の治癒力	 （山口創）
●超える力	 （室伏広治）
●東京プリズン	 （赤坂真理）
●烏に単は似合わない	 （阿部智里）
●東京タワーが見えますか。	（江上剛）
●最果てアーケード	 （小川洋子）
●花のさくら通り	 （荻原浩）
●ケルベロスの肖像	 （海堂尊）
●月と雷	 （角田光代）
●冥土めぐり	 （鹿島田真希）
●二重生活	 （小池真理子）
●大幽霊烏賊	 （首藤瓜於）
●エリートの転身	 （高杉良）

市図書館だより 問市図書館（☎62-2560）

今月の一冊 新着図書

文化情報ナビ
文化施設からのお知らせ

※入場料を記載していない催し物は無料です。

ロシア交流コンサート
日時／９月17日（月・祝）　開演：午後２時
入場料／1,000円（全席自由）
第７回あさひのまつり
日時／９月23日（日）　開会・開演：午後１時
30th Anniversary　稲垣潤一アコースティックライブ2012
日時／10月20日（土）　開演：午後５時30分
入場料／１階席4,500円、２階席4,000円（全席指定）
第８回あさひ寄席
日時／12月２日（日）　開演：午後２時
出演者／桂歌丸、三遊亭小遊三、Ｗモアモア
入場料／一般2,500円、65歳以上2,000円（全席指定）
チケット発売日／９月27日（木）　午前10時〜
問生涯学習課文化振興班（☎55-5728）
がんばろう！旭　復興応援コンサート　坂本冬美
日時／10月21日（日）　午後２時と午後６時の2回公演
入場料／１階席4,000円、２階席3,000円（全席指定）
問企画政策課企画調整班（☎62-5307）

〈共通事項〉
チケット発売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、向後文具店、東総文化会館、いいお
かユートピアセンター、干潟公民館、生涯学習課（海上
支所１階）　※チケット発売初日に限り、1人4枚まで

東総文化会館
９月の休館日　３日、10日、18日、24日

碧の会作品展〜絵画等作品展示〜
期間／９月１日（土）〜15日（土）
手芸同好会作品展〜古布で色彩やかに、大作から小物ま
で〜
期間／９月16日（日）〜30日（日）

〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時（最終日は、午後３時まで）
問海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

●ひなこまち	 （畠中恵）
●清須会議	 （三谷幸喜）
●惜櫟荘だより	 （佐伯泰英）
●もう、忘れたの？	 （酒井順子）
●やりたいことは二度寝だけ
	 （津村記久子）
●湿地	 （Ａ・インドリダソン）

＊おはなしの時間＊
幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／９月13日（木）、27日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館
　

写真展　旭市観光写真ボランティア会
期間／９月６日（木）〜９日（日）
時間／午前10時〜午後５時　
問旭市観光写真ボランティア会・石井（☎55-5206）
仏画作品の展示　旭市文化協会
期間／９月24日（月）〜30日（日）
時間／午前10時〜午後５時
問旭市文化協会・宮本（☎0479-33-0364）
※まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ

は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

まちかどギャラリー「銀座」
定休日　毎週水曜日

開館時間／火〜金曜日…午前9時〜午後6時　土・日曜日…午前9時〜午後5時
今月の休館日／18日（火）、20日（木）、22日（土・祝）、毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会
日時／９月８日（土）　午後２時〜２時30分
問海上公民館（☎55-2566）

海上公民館
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相談名 内　容 期　日  ・  時　間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

９月 3日（月）　午前10時～午後３時
９月18日（火）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡

市役所会議室 市民生活課
☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�市民を対象（同一内

容での相談は１回限
り）

９月10日（月）　午後１時30分～４時
※予約制  ３日（月）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396９月24日（月）　午後１時30分～４時

※予約制　18日（火）午前８時30分から受け付け 市役所会議室

人権･行政相談 人権問題、行政への要
望・意見など

９月 4日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁

市民生活課
☎62-5396

９月11日（火）　午後１時30分～３時30分 飯岡支所

９月18日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

９月25日（火）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

９月 5日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター
社会福祉協議会
本所　　☎57-5577
旭支所　☎64-2570
海上支所☎55-5517
干潟支所☎68-1079

９月12日（水）　午後１時30分～３時30分 青年の家２階

９月19日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ
ポートセンター

９月26日（水）　午後１時30分～３時30分 干潟支所

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家1階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

（南分館２階）
旭市子育て支援センター
☎62-7099

家庭児童相談 不登校･児童虐待･児童
養育問題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校） 学校教育についての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 

☎55-5726

教育相談（家庭） 家庭教育・子育ての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 

☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など ９月20日（木）　午前９時30分〜
受け付け：午前９時15分～10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談 福祉（生活）全般にわた
る相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

障害者差別相談 障害者差別に関する相談 月～金曜日　午前９時～午後５時 （電話受付） 海匝健康福祉センター
☎0479-22-0739

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家1階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など ９月15日（土）　午後１時～４時 青年の家2階 行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題
多重債務の相談など

９月 8日（土）　午後１時～５時
※６日（木）までに電話予約 市民会館2階 司法書士加瀬事務所

☎73-2654

税理士会 税に関する相談 ９月11日（火）　午前10時～正午
※予約制（受け付けは平日の午後） 旭市商工会館１階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901

一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、各種の無
料相談を行っています。秘密は守られます。相談室
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任意予防ワクチン接種費用を助成します
①子宮頸

け い

がん予防ワクチン
�対象：中学校１年生〜高校１年生の女子　※高校２年生で3月末日までに接種を
１回以上受けた場合は該当。
助成額：１回当たり15,000円　
②ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
�対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり7,500円
③小児用肺炎球菌ワクチン
�対象：生後２か月以上５歳未満　助成額：１回当たり10,000円
④高齢者肺炎球菌ワクチン
�対象：70歳以上　助成額：3,000円　※助成は１回限り。
各接種の新規対象者には順次通知します。
問健康管理課予防班（☎63-8766）

健康インフォメーション

問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）
※�献血カードを持っている人は持参してくだ

さい。

献血に協力を！
期　日 場所・受付時間

９月９日（日）
ショッピングセンター
サンモール

10：00〜11：45
13：00〜15：45

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）
種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 ９月 7日（金） 12：50〜13：10 平成24年 4月24日〜 5月 8日生
９月19日（水） 平成24年 5月 9日〜22日生

１歳６か月児健康診査 ９月 5日（水） 12：50〜13：10 平成23年 1月21日〜 2月 2日生
９月27日（木） 平成23年 2月 3日〜22日生

２歳児歯科健康診査 ９月 6日（木） 9：00〜 9：20 平成22年 3月 1日〜14日生
９月13日（木） 平成22年 3月15日〜 4月 6日生

３歳児健康診査 ９月12日（水） 12：50〜13：10 平成21年 3月16日〜 4月 9日生

相談

育児相談
※旭市保健センター ９月 4日（火） 9：00〜10：00 乳幼児の発育確認、言葉・食事・歯などに関する

相談
ことばや発達の相談
※予約制

９月14日（金） 9：30〜14：30 就学前の子どもの言葉や発達に関する個別相談９月24日（月）
歯科相談 ９月20日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導

教室

両親学級
９月10日（月）第３回

9：00〜 9：15
お産の経過と呼吸法、おもちゃ作りなど

９月25日（火）第４回 沐
もく

浴
よく

実習、妊婦体験など
子育て学級 ９月10日（月）第２回 9：15〜 9：30 平成24年５〜６月生
離乳食教室
※申込制 ９月21日（金） 13：00〜13：20 平成24年３〜４月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

【個別接種】　場所：各指定医療機関　★麻しん（はしか）排除を目標に国を挙げて対策強化中！
種　別 対　象

三種混合（ジフテリア・
百日ぜき・破傷風） 生後３～90か月未満

ポリオ（不活化） 生後３～90か月未満　※４回接種。未完了の子どもの保護者に案内を通知しました。

ＭＲ（麻しん・風しん混
合）ワクチン

１期：生後12〜24か月未満
２期：平成18年４月２日〜19年４月１日生
３期：中学校１年生（平成11年４月２日〜12年４月１日生）
４期：高校３年生相当年（平成６年４月２日〜７年４月１日生）

日本脳炎
１期：生後36〜90か月未満　※３歳を迎えた翌月初めに通知します。
２期：９〜13歳未満
特例対象者：平成７年６月１日〜19年４月１日生

　９月１日（土）からポリオ・三種混合は集団接種から個別接種に切り替わりました。重　要

乳幼児予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

種　別 場所・期日 受付時間 対　象旭市保健センター

ＢＣＧ ９月19日（水） 13：15〜13：45 生後3〜6か月未満 
※期間が短いので最優先で受けましょう。

【集団接種】※日程は都合により変更になることがあります
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…申し込み　問…問い合わせ

専門の医師が対応します
「神経系個別医療相談会」
日時／９月12日（水）、10月10日（水）
午後１時30分〜３時45分　※要事前
申し込み
場所／海匝健康福祉センター（銚子市）
対象／神経系特定疾患医療受給者とそ
の家族、スムーズに話せない、歩きづ
らいなど神経系疾患の疑いのある人
定員／６人程度

問海匝健康福祉センター（☎0479-
22-0206）

市税の夜間納税窓口

日時／９月10日（月）　午後８時まで
場所／税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

お知らせ
Information

下水道排水設備工事責任技術者
共通試験
試験日／平成25年１月19日（土）
場所／千葉県労働者福祉センター（千
葉市）
受験資格／平成５年１月20日以前に
生まれた人で、修学歴、下水道排水設
備工事に関する職歴により、一定の経
験年数などがある人
受験申込書配布期間／９月３日（月）〜
10月15日（月）　※土・日曜日、祝日
を除く。
受験申込書配布場所／千葉県下水道協
会事務局　※郵送希望の場合は、封筒
の表に「受験案内請求」と赤書きし、返
信先（郵便番号、住所、氏名）を書い
たラベルと切手140円分を同封の上、
10月15日までに請求。
申し込み方法／10月25日（木）までに
郵送で申し込んでください。

問〒260-8722　千葉市中央区千葉
港1-1　千葉市役所下水道経営課内　
千葉県下水道協会事務局（☎043-245-
6112）

くらしのインフォメーションi

水道メーターの交換に協力を

　計量法により定められた使用期間 
（８年）が満了となる水道メーター（量
水器）の交換を行います。該当する家
庭や事業所などへ、市の「指定給水装
置工事事業者」が訪問します。
対象地域／旭地域、飯岡地域
作業予定期間／９月１日（土）〜25日

（火）
費用／無料
問水道課工務班（☎63-8882）

被災求職者の安定的な雇用創出のため
「千葉県事業復興型雇用創出助成金」
　県内の被災地域において、無期雇用
または１年以上の有期雇用で更新が可
能な雇用契約により、被災求職者を雇
い入れた対象事業所に対し、１人当た
り３年間で最大225万円を受給できる
制度です。
　くわしくは、県ホームページ（http: 
//www.pref.chiba.lg.jp/koyou/ko 
youtaisaku/jyosei.html）で確認して
ください。
問県商工労働部雇用労働課（☎043-2 
23-2767）

　たばこにはたくさんの有害物質が入っているため、健
康に悪影響を与えます。たばこを吸うと血圧や心拍数を
上げ、血管や心臓に負担をかけます。そのほか、血液中
のＬＤＬ（悪玉）コレステロールの増加、動脈硬化促進な
ど、メタボリックシンドロームを悪化させる危険因子が
たくさんあります。またがんやＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺
疾患）など、生活習慣病の原因にもなっています。
　たばこの影響があるのは喫煙者だけではありません。

「分煙しているから大丈夫」と思っていませんか？　実は
喫煙者が吸い込む煙（主流煙）より、副流煙と呼ばれる火
の付いたたばこの先端から出る煙の方が、有害物質の濃
度が高く、たばこの臭いにも有害物質が含まれています。
そのため家族や周りの人に悪影響を与え、生活習慣病や
乳児突然死症候群などの危険度を高めます。

　たばこは「ニコチン依存症」という病気のため、自分の
意志だけではやめられないことが多いです。しかし、禁
煙に成功すれば、生活習慣病などの危険度は減少します。
自分や家族の健康維持のために〝脱たばこ対策〟に取り組
んでみませんか？

〈禁煙のメリット〉
●�健康面…がんや心臓病の予防、心肺機能や体力の回復、

子どもの成長、歯周病予防など
●�経済面…たばこ代の節約（１日１箱で年間約15万円　

※１箱410円）
〈禁煙にチャレンジ〉
●�禁断症状の対応方法…シュガーレスガムをかむ、深呼

吸をする、体を動かして気を紛らわせるなど
●市販の禁煙補助薬…ニコチンパッチ、ニコチンガム
●禁煙外来…ニコチンパッチ、飲み薬などを用いた治療
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　禁煙は自分に合った方法を見つけ、長続きさせること
が大切です。禁煙を考えている人は、ぜひこの機会にチャ
レンジを！　　　　　　　　　　　〔健康管理課保健師〕

いいこといっぱい！
〜今日から始めよう“脱たばこ対策”〜

健 康 ✚✚ メ モ

◆固定資産税　第３期
◆国民健康保険税　第４期
◆介護保険料　第４期
◆後期高齢者医療保険料　第３期
納期限は10月１日（月）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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…申し込み　問…問い合わせ

10月１日現在で
就業構造基本調査を実施します
　この調査は国民の普段の就業・不就
業の状態を把握し、雇用政策などの基
礎資料を得ることを目的に実施します。
　調査の対象となった地域には、準備
調査による世帯の確認のため、９月か
ら調査員が訪問します。
問企画政策課統計班（☎62-5397）

申し込み後は早めの受診を
無料歯周疾患検診は９月30日（日）まで
対象／今年40・50・60・70歳になる
市民
検診場所／市内指定歯科医院
申込期限／９月28日（金）

問健康管理課支援班（☎57-3113・
飯岡保健センター内）

飯岡体育館でも
フットサルがプレーできます
　総合体育館メインアリーナ、干潟さ
くら台テニスコートに加え、飯岡体育
館でもフットサルがプレーできます。
問体育振興課体育施設班（☎64-110 
1・総合体育館内）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／９月24日（月）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／働く婦人の家
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

問ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日
曜日、祝日を除く。

「国保特定健康診査」と「後期高齢
者健康診査」を受けましたか？
　本年度の「国保特定健康診査」と「後
期高齢者健康診査」は、９月30日（日）
で終了します。まだ受診の済んでいな
い人は、各指定医療機関または旭市保
健センターの追加期間内に受診してく
ださい。
　特定健康診査は、メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）を予防し生
活習慣病を防ぐための健診です。生活
習慣病は、ほとんど自覚症状のないま
ま発症します。健診を受けて、自分の
健康を見直しましょう。

〈集団健診〉
追加期間／９月26日（水）〜30日（日）
場所／旭市保健センター
受付時間／午前８時30分〜11時15分

〈個別健診〉
実施期限／９月29日（土）
場所／市内指定医療機関
費用／無料
持ち物／受診票、被保険者証、検査用
の尿　※受診票を紛失した人は、再交
付します。事前に連絡してください。
問保険年金課国民健康保険班（☎62-5 
401）

９月１日（土）から始まります
運転免許証自主返納者へのタクシー運賃割引
　65歳以上の高齢者の交通事故減少
を図り、安全・安心を確保するため、
運転免許証自主返納者への支援が始ま
ります。この支援では、海匝地区タク
シー事業者組合に加盟する市内５社の
タクシーを利用した際「運転経歴証明
書」を提示すると、運賃が１割引きに
なります。
問市民生活課市民生活支援班（☎62-
5396）、旭警察署交通課（☎64-0110）

草や木の枝が
道路に出ていませんか
　木の枝が道路の見通しを悪くし、ま
た枯れ草などが火災の原因となること
もあります。所有者は生け垣や枝葉な
どを刈り取って、道路上に出さないよ
う管理しましょう。
問建設課管理班（☎57-1191）

　先日、ロンドンオリンピックが
17日間の幕を閉じました。このオ
リンピックで日本選手は、金メダル
７個、銀メダル14個、銅メダル17
個と史上最多となる計38個のメダ
ルを獲得しました。200か国以上が
参加した世界最大のスポーツの祭典
という視点からすれば、素晴らしい
成績であったと国民全体が歓喜した
ことと思います。
　しかしオリンピックの原点である

「参加することに意義がある」より、
今はメダル獲得数に国の威信を懸け
る、そんな時代になってきたのかな
と思ったところでもあります。また
審判やドーピングの問題、政治的な
主張など、さまざまな事態も発生し、
平和の祭典であるべき大会に、夢
や希望、感動を抱くより、過激な闘
争心や勝ちにこだわり過ぎる姿に後
味の悪さを感じたのも私一人ではな
いと思います。世界のリーダーやＩ
ＯＣの役員の方々に、今一度オリン
ピック憲章を大事にしてほしいと思
うところであります。
　それにしても、史上初のメダル獲

得や数十年ぶりの好成績に沸いた競
技など、日本選手の活躍とそのすが
すがしさは、国民にどれほど感動と
勇気を与えてくれたことかと思いま
す。そして「康介さんを手ぶらで帰
すわけにはいかない」と競泳男子４
×100ｍメドレーリレーで銀メダル
の松田丈志選手の言葉。「探していた、
見失っていた光はロンドンの風の
中にありました」と銅メダルを獲得
したバレーボール女子の復活を評し
たアナウンサーの言葉。「このチーム
で戦えて良かった」とサッカー女子
や卓球女子をはじめ、多くの選手が
口にした言葉にもあったように、団
体競技の活躍、総じて“チームジャ
パン”の姿に絆という言葉をあらた
めて実感させてもらった気がします。
そしてこの表舞台での日本選手の活
躍を支えてくれた大勢の皆さんの姿
に、これがチーム力、人間力だと日
本人の心の美しさを感じたところで
もあります。かつてない幅広い競技
で活躍を見せてくれた日本選手団の
皆さんに、心から御礼を申し上げま
す。「感動をありがとう」

市長　明智忠直

ロンドンオリンピックが
終わって

随 筆 37
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募集
Recruitment

埋蔵文化財発掘調査作業員

定員／５人程度
雇用期間／約１か月
給与／時給860円　※交通費支給
勤務時間／午前９時〜午後４時
勤務日／調査期間中の平日
申し込み方法／事前に連絡の上、履歴
書（写真添付）を持参してください。　
※面接の上、選考します。

問生涯学習課文化振興班（☎55-57 
28）

あなたの出会いをサポート
「お料理婚カツ♪」参加者
　プロの料理人の指導により、パスタ
料理に挑戦します。家庭科の授業のよ
うな雰囲気の中で、楽しく交流しませ
んか。
日時／９月30日（日）　午前10時30分
〜午後２時
場所／市内
参加資格／●男性：独身で市内在住の
人　●女性：独身の人（市外も可）
定員／男女各10人
費用／1,500円
申し込み方法／９月13日（木）までに、
メールまたは電話で住所、氏名、電話
番号、生年月日を知らせてください。
※定員を超えた場合は抽選。

問旭市出会いコンシェルジュ事務
局（☎62-5396・市民生活課市民生活
支援班内）　 deai-con@city.asahi.c 
hiba.jp

結婚50周年を迎えた夫婦の皆さんへ
「合同金婚式」参加者
　市では、結婚50周年を迎えた夫婦
を招き、合同金婚式を行います。
日時／11月７日（水）　午前10時30分〜
場所／ヒューマンプラザ黄鶴
対象／昭和37年９月１日〜38年８月
31日に結婚（事実婚を含む）した夫婦
申込期限／９月28日（金）

問市社会福祉課社会班（☎62-531 
7）、社会福祉協議会本所（☎57-5577）

「旭市民チャリティーゴルフ大会」
参加者
日時／10月２日（火）　午前８時〜（受
け付け：午前７時30分〜）
場所／東庄ゴルフ倶楽部
競技方法／18ホールストロークプレー

（新ぺリア方式）
参加資格／市内在住または在勤の人
定員／130人
参加費／4,000円（チャリティー、商
品代などを含む）
プレー代／10,000円（キャディ・食事
代を含む）、7,500円（セルフ、食事代
を含む）
申し込み方法／９月20日（木）までに、
旭市ゴルフ協会事務局にある申込用紙
に必要事項を記入し、申し込んでくだ
さい。

問旭市ゴルフ協会事務局・小池（☎
62-2101・東洋ゴルフ内）

スポーツで深まる絆
「旭市民グラウンド・ゴルフ大会」参加者
日時／10月６日（土）　午前８時30分〜
※小雨の場合は、翌日に順延。
場所／旭スポーツの森公園芝生広場
対象／市内在住の人
費用／300円
申し込み方法／９月15日（土）までに費
用を添えて申し込んでください。
持ち物／クラブ、ボール、マーカー、
筆記用具、弁当、名札

問旭地域／松本（☎62-3554）、海
上地域／向後（☎55-2352）、飯岡地
域／田中（☎57-3381）、干潟地域／
米本（☎63-7726）

お知らせ
Information

ごみの焼却（野焼き）は
やめましょう
　小型焼却炉やドラム缶などで、ごみ
の焼却をする家庭が見られます。野焼
きは、煙や悪臭に加え、有害物質であ
るダイオキシンが発生するため、原則
として禁止されています。一般家庭の
ごみは、市のごみ収集に出しましょう。
問環境課環境政策班（☎62-5328）

従業員の退職金は中退共制度で！

　中退共制度は、中小企業で働く従業
員のための外部積み立て型の国の退職
金制度です。
　くわしくは、独立行政法人勤労者退
職金共済機構のホームページ（http://
chutaikyo.taisyokukin.go.jp/）で 確
認してください。
問独立行政法人勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部（☎03-6 
907-1234）

保育所の行事に参加しませんか？
〜運動会・芋掘り〜
　保育所や幼稚園に通っていない子ど
もたち、保育所の行事に参加しません
か。 ※希望する保育所で事前登録が
必要です。

〈運動会〉
●９月26日（水）
　中央第一保育所（☎62-2378）
　中央第三保育所（☎63-7700）
　飯岡中央保育所（☎57-2094）
●９月28日（金）
　共和保育所（☎62-0615）
●９月29日（土）
　日の出保育所（☎62-0704）
　干潟保育所（☎62-0397）
●10月６日（土）
　ゆたか保育所（☎62-2580）
　とみうら保育所（☎62-2600）
　池の端保育所 （☎62-3456）
　中央第二保育所（☎63-6051）
　海上保育所（☎55-3070）
　三川保育所（☎57-3242）
　まんざい保育所（☎68-2510）
●10月13日（土）
　古城保育所（☎68-2206）

〈芋掘り〉
●10月16日（火）
　池の端保育所（☎62-3456）
●10月19日（金）
　まんざい保育所（☎68-2510）
●10月25日（木）
　とみうら保育所（☎62-2600）
●10月30日（火）
　ゆたか保育所（☎62-2580）
　日の出保育所（☎62-0704）

くらしのインフォメーションi
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○春の田んぼで大合唱
　市内にカエルの仲間は７種類ほど住
んでいますが、その中でもアマガエル
は、最もよく見掛けるカエルです。普
段は草むらや木の上で暮らし、名前の
とおり雨が降りそうになると「ゲコゲ
コゲコ」と鳴きます。産卵の季節は田
んぼに集まり、夜になると聞こえてく
るメスを呼ぶオスの大合唱は春の夜の
風物詩です。
○周りの色に合わせて変身
　アマガエルは指先に吸盤があり、窓
ガラスの上を歩くこともできます。餌
は小さな虫やクモなどで、じっと待ち
伏せして、獲物がやって来るとパクリ
と食べます。体は普通は緑色ですが、
皮膚にある色素細胞の大きさを調節
し、背中の色を茶色や灰色に変えて周
りに溶け込みます。
○触ったら手を洗おう
　アマガエルの皮膚はいつも湿ってい
ますが、これは皮膚で呼吸をするため
です。皮膚からは、毒になる成分も
出ていることが分かっていますので、
触った後は必ず手を洗うようにしま
しょう。
（旭市文化財審議会委員　齊藤敏一）

雨を知らせて鳴く
アマガエル

ふるさとの自然 30

くらしのカレンダー

イ イキ キ

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市二の1920・
☎62-8070）へ。
　対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、旭市保健センター、飯岡保健
センター、秘書広報課、各支所にあります。

15日（土）中学校体育祭（市内各中学校）
17日（月）敬老の日、敬老大会
22日（土）秋分の日

23日（日）
干潟小・豊畑小運動会
第7回あさひのまつり（午後1時〜　東総文
化会館）

29日（土）小学校運動会（干潟小、豊畑小、共和小、富浦小、矢指小を除く）

　この夏、昨年は震災により
開設されなかった、矢指ケ浦

と飯岡の二つの海水浴場が開設されました。海岸で行われる恒
例の各種イベントも２年ぶりに復活し、旭の夏を楽しむ人たち
のたくさんのすてきな笑顔に出会うことができました。見てく
れた人に「いい笑顔だなぁ」と思ってもらえるような写真―。
撮影させていただいた人たちのためにも、そんな写真を一枚で
も多く、そして少しでも上手に撮影できるようになりたいと強
く思いました。（コ）

こ 話編 ぼ集 れ

あさひっ子
美
み
喜
き

ちゃん
平成24年１月９日生
両親＝太田恭平さん
　　　美保さん〔後草〕

「６か月でおすわり上手にで
きるよ♡　ハニカムで友達
もできたよ♡♡」

春
はる
名
な

ちゃん
平成20年４月19日生
両親＝石毛雅人さん
　　　孝子さん〔倉橋〕

「パンダが大好き！　もちろ
んデザートはパンダムース
だよ」

叶
かな
芽
め

ちゃん
平成19年12月17日生
両親＝大橋徹さん
　　　香織さん〔見広〕

「今日は公園で木登りです。夏
の暑い日差しでも元気いっぱ
いです！」


